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英
図
労
働
黛
の
愛
遜
波
(
右
名
)
及
勢
一
働
組
合
板
(
一
一
十
五
名
)
は
、
時
間
山
閣
の
定
方
、

J

J

J

:

議
坊
の
後
部
仁
議
席
を
示
め
、
多
く
の
場
合
仁
一
日
間
の
政

一
司
合
寺
た

E

:

、

1
rナ
ー

ォ

民

主

と

し

て

行

動

を

共

に

し

、

濁

立

の

指

部

者

を

有

せ

t
り

一
八
六
七
年
以
来
、
英
図
談
合
併
仁
地
方
政
治
界
一
に
於
一
一
然
る
仁
本
年
の
諒
舎
に
於
て
は
、
白
向
傍
川
削
減
は
院
内
の

る
、
政
治
思
鵠
並
紅
一
其
の
行
動
は
、
多
大
の
綿
刻
化
を
一
不
ず
一
一
間
融
制
大
る
形
式
全
失
以
、
他
の
三
者
以
令
し
て
、
所
前
労

仁
笠
れ

b
o
一
八
六
ど
年
の
、
第
二
改
疋
依
A

ザ
仁
て
、
小
一
働
議
を
組
織
し
た

6
0

都
口
白
の
家
屋
一
所
有
者
仁
、
選
恕
棋
を
輿
え
有
る
の
一
事
は
一
新
政
的
織
の
組
織
は
、
懇
話
恕
期
日
確
定
前
段
に
決
定
せ

質
仁
此
の
接
化
の
端
緒
に
し
て
、
先
地
主
階
級
の
勢
カ
を
一
ら
れ
花
る
所
に
し
て
、
共
の
成
功
は
主
と
し
て
鱗
山
一
次
の

佼
し
、
議
舎
に
於
る
、
二
大
政
窯
謝
立
を
打
破
す
る
原
因
一
優
勢
に
続
せ
含
る
可
ら
す
。
鍵
山
波
は
、
滋
去
数
年
間
仁

と
な
1

り
、
更
に
愛
鶴
岡
民
鶏
成
立
の
動
機
と
な

b
、
建
仁
一
著
し
く
譲
展
し
、
近
時
仁
あ
J

り
て
は
、
英
樹
附
及
蘇
格
蘭
を

労
働
者
階
級
を
し
て
、
直
接
代
表
者
を
問
舎
に
出
す
を
得
一
通
b
て
、
凡
て
の
石
炭
産
出
地
方
色
其
の
勢
力
範
闘
の
内

せ
し
め
北
F

夕
、
近
く
本
年
一
月
に
行
は
れ
食
る
、
総
遊
撃
一
に
牧
め
、
議
員
の
俸
給
は
鍍
業
組
合
の
費
用
を
以
て
し
、

に
際
し
、
総
議
員
数
六
お
O
に
野
し
げ
保
守
議
及
自
由
一
熊
一
約
六
十
高
の
舎
員
を
有
す
、
故
ド
ド
基
礎
強
制
V
L

し
て
、
勢

以
外
の
候
術
者
、
百
レ
七
十
二
人
の
多
き
仁
上
ιッ
、
内
百
一
一
二
働
者
の
直
接
代
表
者
を
、
下
院
に
出
す
事
他
の
諸
涙
よ
み
ノ

十
二
人
は
皆
…
怒
り
列
に
加
は
る
事
を
得
、
文
台
。
一
号
容
易
品
。
加
之
鍍
業
協
m
A
ザ
的
施
行
t
f

共
仁
、
鉱
山
傍
働

前
議
令
解
散
官
時
に
、
持
働
紫
は
六
十
一
名
の
下
院
議
一
・
者
は
絵
律
と
按
側
附
す
る
事
他
の
傍
働
者
よ
L
り
唱
潔
接
に
し

員
を
有
し
、
四
個
の
闘
機
に
介
、
文
れ
大

b
、
印
自
白
献
労
働
て
、
利
税
関
係
を
知
得
す
る
事
亦
通
明
品
、
放
に
必
要
上

扱
(
十
五
名
)
及
鎖
山
波
(
十
四
名
ν
眠
、
内
閣
賛
成
紫
と
議
一
八
七
四
年
以
来
、
岡
舎
に
代
表
議
員
を
宥
す
る
子
常
と

席
を
同
ふ
し
、
白
，
良
県
首
飯
の
指
揮
を
得
け
、
弱
立
勢
働
し
、
一
八
七
回

!
i八
五
年
の
議
舎
一
に
あ

6
て
は
、
偉
ぶ

、115

に
こ
名
の
常
選
者
を
出
し
た
る
仁
過
ぎ
ま
れ
ど
、
爾
後
一
ザ
ム
バ

i
J
ア
ン
ド
総
選
摩
の
選
出
議
員
食
合
、
一
九
O
九

八
八
凶

i
l八
五
年
の
有
制
明
者
範
閤
・
の
撰
張
は
、
持
働
者
年
十
月
三
十
日
同
地
の
選
感
人
仁
一
到
し
、
議
表
し
た
る
前

階
級
仁
好
機

Ar興
え
鍵
山
仮
名
此
時
を
以
て
頓
に
其
の
侵
詑
花
絶
山
理
由
は
、
傍
働
謀
議
員
は
、
一
議
案
的
提
出
せ

勢
を
加
へ

k
b
o

一
色
る
、
ゃ
、
一
同
の
討
議
を
も
怒
る
事
な
く
、
政
友

ω
命

一
八
右
四
年
よ
ら
一
九
一

O
年
・
に
一
主
る
問
は
、
鍵
山
傍
て
令
に
従
ぴ
、
草
、
の
替
不
日
を
決
す
る
奨
務
を
負
は
才
る
可
ら

働
仮
議
員
は
白
血
熊
と
議
席
を
同
ふ
し
、
選
邸
中
域
別
は
に
於
一
歩
、
之
正
に
代
議
政
髄
の
根
本
の
主
意
に
反
す
一
五
々
と

て
が
も
亦
行
動
を
共
仁
し
大
れ
ど
昔
、
自
ら
一
個
の
図
憾
と
一
言
ヘ
F
9
0

し
て
組
織
含
有
し
、
濁
立
の
領
袖
を
戴
け
よ
リ
。
然
る
に
本
一
プ
ェ
ン
ウ
イ
ヅ
グ
兵
は
、
ノ
I
ザ
ム
バ

i
フ
シ
ド
鍍
業

年
の
始
め
仁
、
相
側
立
蚊
労
働
組
合
蹴
は
工
業
地
並
に
院
内
に
一
者
よ

6
、
俸
給
の
文
梯
を
受
け
大
る
が
も
、
鍍
業
組
合
の
役

於
て
、
著
し
く
勢
力
を
増
し
、
還
に
鍍
山
減
、
乞
誘
致
し
て
一
員
に
あ
ら
歩
、
バ
!
ト
兵
ー
し
同
b
く
十
月
三
十
日
、
ワ
シ

設
仁
一
司
大
政
黛
を
組
織
す
る
に
笠
λ

ツ

ぬ

。

一

ス

ペ

ッ

グ

の

選

忠

良

仁

封

し

、

自

己

の

立

脚

地

を

説

明

し

一
九

O
八
年
十
月
ナ
エ

λ

タ
ー
に
聞
の
れ
た
る
、
鍍
山
一
て
、
努
働
黛
の
綱
領
は
、
谷
自
の
判
断
及
信
会
の
貫
徹
を

波
腕
令
山
小
一
期
総
舎
に
て
、
待
働
然
組
織
J
F
一
可
決
し
、
一
九
一
一
許
ゅ
、
0

・
ポ
ノ
、
車
仁
労
働
者
階
級
代
表
者
と
し
て
、
選
堺
人
の

O
九
年
自
派
議
員
に
向
て
、
次
期
総
選
胤
ゃ
に
、
再
ば
営
選
一
前
に
表
は
れ
、
且
階
級
的
短
別
e
v
t

打
破
せ
、
ん
ζ

と
を
要
求

せ
ん
事
を
欲
す
る
合
の
は
、
紙
切
働
Eω
換
の
綱
領
に
署
名
す
る
ず
、
故
に
余
は
代
議
士
と
し
て
の
職
を
奪
は
れ
、
支
給
の

事
を
要
す
と
の
汲
諜
を
援
し
た
る
仁
、
十
レ
七
名
の
議
員
中
道
を
杜
絶
せ
ら
る
、
也
、
街
是
が
署
名
を
然
す
事
を
得
歩

バ
i
ト
}
プ
z
y
y

ウ
イ
ヅ
グ
及
ウ
イ
ル
ソ
ン
の
三
名
は
日
疋
〕
五
々
I
r
一
台
一
口
へ
F

り
。
一
同
氏
の
山
一
一
口
切
に
よ
ん
-
、
同
地
方
鍛
業
者

を
校
経
せ
ら
o

r

r

の
仰
に
動
揺
を
引
起
し
λ

H

W
，
壮
一
す
二
氏
の
潟
仁
、
特
に
除
外

バ
l
z
r
品

紘

一

八

必

凶

年

以

来

、

例

を

設

く

べ

き

や

否

や

仁

闘

し

衆

議

二

振

に

分

れ

、

惑

に

銭

モ
ル
ベ
ス
州
、

/ 

雑

一一一六日
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雑
ι

'

鈴

鍵
業
集
合
所
に
一
於
て
、
技
票
の
結
果
に
よ
ょ
ッ
、
決
す
る
事
・
0
二
献
に
鍵
山
仮
は
枇
労
働
一
黛
以
外
に
白
由
熊
t
に
結
合
せ
み

と
な
ιッ
、
岡
地
方
鍍
業
者
、
約
一
一
…
湾
人
中
投
一
廷
に
場
加
せ
三
名
の
代
表
者
全
有
す
る
事
と
な
れ
t
り
o

鎖
山
傍
働
一
次
は

る
告
の
、
二
高
三
千
三
百
三
十
九
人
に
し
て
、
雨
氏
の
賛
其
始
し
め
自
由
紫
援
助
の
下
に
立
も
、
常
仁
伎
俳
主
美
子
一
以

成
者
は
此
の
ゆ
僅
か
仁

T
六
百
七
十
八
人
に
遊
歩
。
然
る
一
て
白
訟
の
護
法
を
謀
れ
。
、
一
九

O
六
l
i
一
九
一

O
年

に
此
の
結
巣
は
十
二
月
十
三
日
及
十
六
日
に
接
表
せ
ら
れ
…
の
問
に
行
は
れ
セ
る
補
銚
恕
胸
中
に
よ
ん
、
一
一
十
九
名
よ
ら

そ
ル
ペ
ス
及
ワ
ン
ス
バ
ッ
グ
逃
場
匿
に
於
て
は
、
署
名
を
三
十
二
名
に
増
員
し
、
一
九
O
八
年
の
新
政
栄
組
織
に
笠

な
し
食
る
候
補
者
n
公
認
せ
ら
れ
、
バ
)
ト
、
フ
エ
シ
ス
ウ
る
ま
で
は
、
‘
自
由
紫
は
自
己
の
勢
力
を
裂
き
て
其
の
際
援

イ
吋
ノ
グ
補
足
に
鈎
し
競
争
心
ふ
開
始
す
べ
か
t
リ
し
号
、
選
製
に
力
を
議
し
、
窓
に
ダ
!
ピ
ジ
ア
イ
ヤ
反
ノ
ッ
チ
Y

グ
ジ

期
日
航
仁
庇
腐
の
問
仁
一
迫
れ
る
を
以
て
、
競
争
は
滋
に
閲

γ
イ
ア
の
二
選
悲
肝
闘
を
、
鍵
山
波
の
手
に
移
し
、
結
局
五

始
せ
ら
る
、
に
至
ら
み
少
、
岡
氏
似
無
事
砂
川
避
の
築
を
携
え
侶
の
議
席
を
割
興
ず
る
事
と
な
れ
J

り。

'h'O

‘

，

上

院

の

珠

算

反

封

に

よ

t
り
、
議
合
解
散
期
早
め
ち
れ
、
弊

-vd
ル
ソ
y
氏
以
、
一
八
九
六
年
以
来
中
部
ダ

l
A
ム
働
は
多
数
の
候
被
者
を
出
す
を
得
、

d
bし
と
錐
名
、
…
九

の
選
出
議
員
仁
し
て
、
岡
地
鎖
業
者
の
支
給
を
受
け
北
t
り、

O
九
年
十
月
に
は
百
O
二
侶
の
選
泉
匝
ょ
ん
販
は
れ
、
内

氏
は
著
名
拒
絶
の
理
由
を
新
関
紙
上
に
n
公
表
し
て
日
く
、
五
十
六
個
は
白
白
熊
の
根
擦
地
な
ら
し
を
以
て
、
自
由
熊

紙
切
働
撲
は
自
己
の
認
定
せ
る
候
補
者
の
人
格
如
何
仁
留
意
の
陀
驚
一
方
な
ら
歩
、
賢
人
を
し
て
雨
者
の
問
に
初
等
か

せ
歩
、
之
に
反
封
ず
る
事
を
絶
釘
仁
許

3
安
、
且
余
の
如
の
協
定
和
議
の
成
立
す
べ
き
事
を
議
恕
せ
し
め
セ
れ
ど
、
.

'
を
凶
十
年
の
長
き
会
生
涯
を
一
述
。
来
れ
る
活
の
仁
封
し
、
熊
議
長
ヘ
シ
ダ

I
Y
ン
氏
り
是
を
否
定
し
て
、
自
由
栄
之

備
誠
必
誠
意
な
る
べ
き
旨
を
替
は
し
U
、
如
斯
拡
安
に
忽
の
協
定
け
い
本
黛
の
綱
領
仁
反
す
と
な
せ
z
り
。
グ
一
ア
イ
ネ
ス

ぷ
能
は
念
る
所
山
也
、
E

乙
。
而
し
て
兵
も
亦
再
選
す
る
を
得
花
氏
亦
日
疋
を
薮
街
し
て
、
本
殺
は
如
何
な
ufO
場

合

に

昔

、

自

↑

掛
端
組
躍
蝿
韓
関
盟
曹
司
目

一一光一戸
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山
紫
仁
針
す
吋
J
U
譲
歩
の
意
味
を
以
て
、
候
補
を
徹
同
す
る
し
て
、
是
を
選
摩
区
よ
よ
ツ
一
五
ヘ
ば
1

茨
蘭
の
都
品
及
工
業

ιJしな
L
、
只
今
日
の
坊
A
灯
、
選
準
の
事
突
然
な
る
を
以
地
殻
摩
区
ょ
ん

J

出
づ
る
る
の
、
六
十
ー
レ
心
名
、
外
仁
グ
ロ
セ

て
、
組
織
M
A
怒
動
費
の
紡
r
k

於
て
不
完
金
な
る
を
菟
m
V
J
F
、

λ
γ

ア
イ
ヤ
の
郡
部
二
名
及
格
簡
の
工
業
地
及
鍬
業
地
よ

故
仁
爾
擦
の
め
ポ
は
保
守
熊
の
乗
ヂ
る
所
と
な
よ
リ
、
潟
仁
永
ん
F

り
九
名
也
ο

要
す
る
仁
一
捺
働
猿
い
命
問
中
仁
英
蘭
の
政
的
処
仁

年
苦
必
計
叢
せ
る
各
積
法
令
も
簸
止
改
)
止

3
る
-h

ト
ル
一
会
ら
一
山
地
、
c
る
の
観
ゐ
ιリ
。
而
し
て
夏
仁
各
医
仁
於
け
る
、
他
隷

む
か
、
由
主
奴
大
事
と
一
五
は
苫
る
可
ら
み
y
、
d
d
れ
ば
ナ
品
目
人
一
一
候
補
者
と
の
野
陣
の
形
勢
を
日
月
る
仁
、
一
一
随
一
人
選
出
港

政
如
斯
恐
れ
あ
る
坊
令
仁
除
候
補
を
綴
附
す
る
仁
客
な
ら
…
翠
区
仁
出
づ
る
替
の
六
十
五
名
仁
し
て
、
内
二
十
七
恒
仁

・ボノ之山一一又
t

り
。
是
等
仁
先
L
M切
働
総
一
機
関
新
問
し
エ
ボ
一
於
て
綜
、
自
由
紫
及
及
自
由
統
一
魚
、
三
十
八
一
也
仁
於
て

ア
?
リ
ー
ダ
ー
は
論
b
て
臼
く
、
自
'
倒
的
織
と
の
競
争
拡
敢
一
ー
は
統
一
紫
之
闘
は
S

b
可
ら
-
W
J
O

他
の
十
一
一
一
名
は
一
阻
二

て
逝
く
る
の
袈
な
し
、
俄
令
今
日
之
を
避
く
る
港
、
近
き
一
人
選
出
港
懇
恒
よ
I

り
出
で
、
内
九
恒
仁
於
て
は
一
名
の
傍

務
来
に
於
て
、
必
・
ヂ
保
守
自
由
の
提
携
成
立
し
、
吾
人
を
一
働
候
補
者
は
ユ
名
の
統
一
葉
、
及
ば
一
名
の
白
出
議
候
補
者

枇
合
主
義
之
し
て
迫
害
す
υ
る
事
み
る
べ
七
、
故
に
今
日
よ
一
を
敵
と
し
自
由
裳
と
結
令
し
て
各
自
一
筒
を
得
る
喜
一
を
務

y

り
、
被
倒
、
uX
る
根
擦
を
有
し
、
之
に
応
歩
る
の
用
意
な
か
一
め

t
jり
。
他
の
四
一
位
に
あ
ら
て
は
、
谷
形
勢
を
異
仁
し
ー

ゐ
可
ら
ホ
/
之
。
樹
立
傍
働
一
蹴
務
意
者
川
ル
ヂ
!
氏
弓
亦
此
…
自
白
人
熊
及
川
労
働
諜
各
一
名
に
訴
し
樹
立
自
由
E

蕪
及
統
一
議

競
争
の
必
要
を
主
張
し
、
裳
他
問
主
意
の
意
凡
去
後
表
す
一
各
一
名
、
自
由
的
Mm-
及
努
働
総
各
一
名
仁
一
測
し
濁
立
自
由
捻

る
が
も
の
、
経
多
を
を
加
ヘ
北

6
0

一
一
名
及
統
一
熊
二
名
、
勢
働
熊
一
名
に
濁
し
自
由
紫
及
統

芸
の
労
働
議
料
、
候
補
者
扱
定
数
一

O
二
名
争
・
レ
七
八
名
一
熊
谷
二
名
及
労
働
紫
自
由
銭
各
一
名
仁
詩
し
統
一
議
三

仁
一
誠
少
せ
ん
J
J内
濁
立
傍
働
仮
十
五
、
申
立
熊
所
尉
二
、
名
の
敵
を
布
し
党
J

り
。
故
に
勢
働
設
は
、
自
由
議
従
来
の

傍
働
組
.
1
市
仮
一
一
十
必
鉱
山
絞
ニ
十
五
(
蘇
祢
蛸
蜘
を
除
〈
)
ぶ
議
席
、
ゆ
内
j

ィ

.T
九
割
仁
肉
強
し

-tる
事
i
」
な
れ
共
九
英
内

h

制
服

r

鈴

.

ヨ

山

川

円

。

"~ 
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組問一
-

e

鍍

m
f
?
な
簡
は
統
一
議
の
匁
に
掠
め
ら
れ
女

b
。
勢
働
議
は
総
選
ん
で
「
閥
合
解
散
の
期
日
を
決
せ
ん
と
す
、
果
し
て
然
ら
ば
、

翠
以
前
に
彼

ω
署
名
仁
反
濁
せ
る
一
二
氏
を
除
て
、
猶
凶
十
問
事
を
決
す
る
唱
の
は
閥
民
仁
あ
ち
ゃ
/
し
て
、
貴
族
・
品
。
彼

六
筒
の
議
席
を
有
し
た
る
仁
、
選
製
に
よ

b
三
箇
の
新
議
等
は
白
己
の
階
級
之
、
自
己
の
利
益
と
を
、
代
表
す
る
告

席
を
得
て
、
在
来
の
九
笛
を
奪
は
れ
、
残
ι
り
凶
十
笛
の
議
?
の
に
し
て
、
同
氏
に
封
し
、
何
等
の
資
侵
な
し
。
故
仁
若

席
を
新
議
-
合
仁
有
す
る
事
と
な
れ
よ
り
。
投
薬
数
よ

b
一
五
ヘ
一
し
彼
等
の
意
郷
田
に
放
任
せ
ん
が
、
徒
ら
に
土
地
の
縫
紋
に

ば
、
一
九
O
六
年
の
総
選
単
に
は
、
労
働
議
以
三
二
一
二
、
一
よ

b
、
私
腹
を
肥
3
ん
事
の
ら
を
計
t

り
、
閥
家
の
工
業
的

一
九
五
の
投
一
尚
一
回
に
て
、
二
十
九
名
の
め
回
選
者
を
出
せ
る
が
、
一
方
面
は
犠
牲
と
な
ん
笠
枕
の
匁
に
務
建
を
妨
ら
れ
中
等
階

一
九
一

O
年
一
月
に
は
、
e

投
票
数
閥
九
九
、

O
一
一
、
嘗
選
…
級
及
傍
働
者
階
級
は
遂
に
救
ふ
可
ら
も
d

る
危
地
に
降
ら
も
d

者
四
十
名
仁
上
L

リ
、
議
席
の
減
少
に
閥
ら
や
J

、
紫
の
勢
力
一
る
を
得
・
一
y
o
貴
族
の
暴
力
を
奪
ぴ
、
持
機
を
癒
す
る
は
刻

は
賃
貸
に
於
て
、
議
回
艇
の
瀬
著
な
る
事
疑
の
飴
地
な
し
。
一
下
の
急
務
品
。
岡
家
の
将
来
を
愛
ふ
る
"
も
の
は
立
て
、
口

献
労
働
撲
が
在
来
の
議
席
を
失
ぴ
党
る
理
由
を
説
明
せ
り
一
ら
問
事
を
決
し
、
自
己
を
守
ら
り
と
す
る
が
も
の
は
来
っ
て

仁
、
白
山
猿
と
結
び
ロ
!
ド
ヲ
ヨ

i
ジ
の
預
算
案
に
賛
成
一
我
紫
の
殺
に
投
票
せ
よ
ー
ι叫
べ
t
リ。

し
て
、
上
院
に
鈎
抗
し
、
チ
ヤ
ム
バ

1
レ
シ
氏
の
保
護
復
ア
鍍
山
阪
は
、
一
九
八
O
年
一
月
五
日
、
六
十
寓
人
の
合

訴
政
策
に
、
四
川
政
な
る
反
封
を
読
み
な
る
は
、
最
古
大
な
一
員
に
宣
言
者
を
送
り
、
近
時
上
院
の
行
動
は
、
で
院
を
遜

る
闘
係
を
布
ず
る
も
の
品
、
上
院
が
珠
算
反
封
を
決
議
し
一
過
し
大
る
共
和
的
作
賞
を
負
ふ
各
種
の
計
主
を
、
打
破
せ

な
る
後
、
一
一
一
臼
を
出
で
も
d

る
一
九
O
九
年
十
二
月
三
日
、
一
ん
と
務
む
ゐ
唱
の
品
。
故
に
五
日
人
は
ー
地
主
及
業
他
の
宮

岡
民
傍
働
阪
は
搬
を
飛
し
て
、
岡
氏
の
強
限
を
促
し
た

b

豪
階
級
の
、
利
採
保
存
の
潟
の
7

が
に
存
す
る
、
専
制
的
機

共
の
大
裂
仁
寸
今
や
上
院
は
下
院
の
苦
必
仁
成
る
採
算
案
能
を
燦
止
せ
も
d

る
可
ら
歩
、

2
痛
論
せ
よ
リ
。

を
破
段
し
、
一
般
園
民
の
租
税
負
強
拘F

殺
を
定
め
、
更
に
匙
濁
立
待
働
波
件
了
労
働
品
県
内
の
祉
舎
主
義
者
七
名
の
感

ι

一
習
劉
欝
欝
豊
富
趨
語
調
謹
謡
選
謹
瓦
響
調
謡
選
議
開
認
識
題
関
電
認
調
書
留
関

Eト
露
関
鑓
襲
撃
選
覇
語
一
一

忌
六
白

授
之
し
て
、
吋
上
院
の
要
求
す
る
所
拡
)
国
民
の
自
由
を
否
最
活
感
な
る
、
英
鵡
仰
の
北
部
M
A
蘇
絡
鴎
に
於
て
拡
、
上
院
=

定
‘
し
、
自
ら
閤
家
財
政
の
会
棋
を
収
め
ひ

t
欲
す
る
に
あ
反
封
の
韓
日
取
4
高
か

b
し
が
、
此
地
方
は
於
〈
以
多
年
の

b
o
放
に
濁
立
傍
働
振
は
率
上
院
の
廃
止

3
れ
ひ
事
を
初
宿
墜
と
し
て
、
貴
族
三
提
携
せ
ん
事
を
希
認
し
居
1
9
し
を

墜
す
。
前
首
相
の
如
く
、
是
仁
改
良
を
加
え
て
却
て
其
カ
一
以
て
、
総
選
康
仁
方
ん
/
、
白
山
紫
は
意
外
の
滋
襲
を
蒙
・
り

を
婚
し
、
後
日
の
鍋
を
残
す
の
践
を
、
息
域
内
山
可
ら
本

J

』
と
一
大
仁
不
利
の
地
仁
一
階
。
殊
仁
一
脈
絡
蘭
仁
て
は
、
一
九
O
六

級
論
せ

b
。

…

年

よ

t

り
十
年
仁
至
る
議
舎
に
於
け
る
お
十
二
名
の
議
員
中

政
労
働
組
令
被
閥
合
委
員
曾
悲
亦
、
一
九

O
九
年
十
二
月
一
五
十
名
は
自
由
紫
員
に
て

A

俊
勢
な
ん
じ
に
係
ら
み
ャ
ノ
、
失
敗

必
日
宣
告
一
塁
間
合
議
表
せ
る
が
、
薬
の
一
節
に
、
上
院
は
、
来
・
了
ど
招
け
る
は
、
上
院
仁
川
河
ず
る
自
由
黛
の
反
封
仁
依
る
述

、
だ
脅
で
自
ら
准
一
ん
で
~
側
一
民
全
般
の
利
鐙
を
延
捗
し
文
る
…
の
と
一
再
は
も
rc
る
可
ら
み
少
。
是
と
町
一
理
由
に
よ
t
り
、
労
働

事
な
く
、
蹴
る
無
責
任
に
し
て
、
勢
容
の
助
長
、
給
機
維
一
践
は
サ
シ
ダ
!
一
ア
ン
ド
及
ウ
ル
パ

I
ρ

ム
ト
ン
に
於
て
、

持
及
改
革
の
港
施
等

b

却
っ
て
枇
食
の
滋
歩
を
阻
害
す
。
一
保
護
主
義
者
の
潟
仁
二
個
の
議
席
を
奪
は
れ
、
海
援
・
披
回
収

旬
以
平
一
日
宅
紙
秘
す
る
を
符
歩
。
今
回
否
定
さ
れ
北
る
畿
一
家
v
h艮
濁
し
て
、
統
一
議
の
錦
仁
、
チ
ャ
ザ
ム
、
山
γ
I
ル

算
案
の
如
雪
、
切
が
仁
三
組
の
得
色
宮
古
切
せ

b
、
邸
文
倫
側
一
タ
イ
?
と
及
ポ
l
ヅ
マ
山
γ
ス
に
て
、
コ
一
個
の
議
席
を
侵
略
'

能
力
を
基
礎

ιせ
る
課
税
、
者
修
口
仰
に
謝
す
る
増
税
及
傍
一
一
せ
ら
れ
大

6
0
此
の
事
貨
は
蹴
る
興
味
あ
る
出
来
事
の
一

働
者
養
老
年
金
の
基
金
潟
加
是
也
O

故
仁
上
院
の
態
度
は
一
っ
と
し
て
数
ふ
る
に
足
る
唱
の
品
。

閥
民
の
政
治
的
自
由
を
脅
か
し
、
閣
民
の
代
表
者
を
侮
除
菊
一
個
の
而
白
き
新
現
象
は
、
非
枇
合
主
義
協
舎
の
活

ず
み
が
も
の
な
ろ
、
業
の
罪
級
別
仁
依
す
o
I
C
践
例
せ
I
り
。
効
に
し
て
、
殊
仁
労
働
紫
候
補
者
が
、
世
合
主
義
者
な
る

農
業
地
u
A
小
都
品
に
は
、
信
封
建
的
思
想
残
存
し
、
土
地
方
に
て
は
、
持
働
撲
は
大
な
る
影
響
右
哀
れ

b
。
此
協

院
仁
針
す
る
区
劃
比
較
的
蕗
溺
な
t
り
し
-
屯
J

自
均
主
義
ゆ
舎
の
首
飯
は
、
グ
レ
ト
イ
I
ス
タ

ν
鍛
慈
令
枇
議
長
、

F

:!! .11V 

銀

銭

ヨ
六
五
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A

・
忌
ル
ト
v
f

一
氏
な
る
が
、
務
鍵
惣
前
数
ィ
・
F
月
よ
'
倫
敦
令
、
一
新
開
は
、
H

公
衆
よ
ウ
六
千
般
を
募
集
し
て
λ

六

.，h
J
、
伶
敦
に
一
線
mu所
を
設
け
、
非
枇
A
W
H

主
義
の
蹄
士
字
義
名
の
候
補
者
の
漣
動
授
に
総
供
せ
t
り
、
一
制
し
て
一
一
一
名
は
、

成
し
、
卒
業
生
を
其
灘
泉
匿
に
波
遣
し
、
盛
に
遊
説
を
な
フ
イ
セ
ス
・
タ
1
、
グ
リ
セ
ロ
エ
及
ウ
エ
ス
ト
、
モ
シ
マ
ウ

ヌ
U.め
た
か
。
練
習
生
の
数
は
i

九
月
よ

b
十
一
一
月
心
一
世
ご
ス
に
出
馬
し
て
、
労
.
働
撲
を
攻
撃
し
、
他
一
の
一
一
一
名
は
ず
2

J
O
迄
仁
、
問
刀
一
示
四
百
九
十
人
女
子
百

O
山
ハ
人
の
多
数
を
算
一
ー
λ

ペ
リ
ー
、
ウ
エ
ス
ト
デ
ジ
ピ
ツ
と
及
ス
ワ
ン
ダ
ー
に

じ、宇
'

b

o

J

S

1

‘

J

y

f

:

…
て
、
自
由
業
の
地
域
を
佼
し
セ
ふ
号
、
総
数
に
於
ヱ
色
、

赴
合
共
和
議
は
一
八
八
日
年
以
来
、
防
に
運
動
を
開
始
一
七
二
九
菜
仁
拠
刻
す
る
こ
レ
也
、
九
五
五
菜
の
小
数
に
て
会
ノ
ー
く

じ
~
現
今
の
一
傍
働
裂
に
先
立
ち
、
選
思
議
動
に
参
加
せ
る
一
失
敗
仁
一
腕
じ
、
エ
ポ
ヅ
グ
メ

1
キ
ン
グ
と
し
て
、
世
人
の

が
、
一
九
一

O
年
に
は
必
名
の
候
補
者
を
泉
げ
、
工
業
地
一
注
目
を
受
た
る
、
ダ
ト
品
。
プ
レ
I
λ

氏
の
再
選
宅
途
仁
-
費
税

に
て
競
争
仁
加
は
れ
る
昔
、
会
々
失
敗
に
終
合
、
一
名
の
す
A

』
る
、
事
な
く
し
て
止
?
が
ぬ
。

賞
選
者
を
港
出
す
事
を
得
、
c'与
を
o

一
念
議
舎
の
指
集
せ
ら
る
h

や
、
批
労
働
z誌
は
、
ジ
ョ
ー
ジ

保
守
労
働
鍵
が
、
名
乗
t
り
を
上
げ
て
、
本
年
の
総
選
煤
f
一バ

i
ン
ス
氏
を
議
長
仁
泉
げ
、
法
律
案
の
替
否
を
投
票
を

に
、
六
名
の
候
補
者
を
以
て
競
争
に
加
は

b
tる
は
、
阪
一
以
て
決
し
み
ι
る
が
、
主
な
る
替
の
は
λ

枇
労
働
組
令
法
改
正

る
注
目
を
要
す
る
所
に
し
て
、
一
九

O
九
年
補
欠
選
翠
一
案
、
食
料
品
に
関
す
る
誌
律
の
改

E-菜
、
傍
勤
時
間
を
一

に
際
し
バ

1
モ
ン
ゼ
イ
に
於
て
同
縫
候
補
者
ダ
ム
げ
い

μ
一
週
間
十
八
時
間
仁
制
限
す
る
菜
、
織
選
凶
有
案
、
職
業
上

作
況
の
勝
利
を
得
た
る
を
扮
め
と
ナ
。
此
議
動
以
保
守
共
一
の
争
ょ
ん

J

、
家
屋
を
共
有
す
る
持
附
者
が
退
去
せ
し
め
ら

和
撲
の
復
活
に
、
多
大
の
刺
殺
を
輿
ヘ
セ
e

・・0J
、
印
昨
年
十
る
、
を
防
?
案
反
皮
量
衡
仁
闘
す
る
案
社
す
な
ん
'o

一
月
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ト
に
、
開
催
せ
ら
れ
大
る
、
会
側
保
白
山
持
働
訳
は
新
議
命
日
仁
於
て
会
々
自
由
誌
と
な
ん
J

、
従

守
灘
及
憲
政
世
競
合
大
合
仁
一
於
て
、
此
運
動
を
是
認
し
、

J

て
其
の
名
稽

q
亦
消
え
失
せ
，
t
j
o
献
し
て
新
設
舎
は
斡

ι

自
習
議
選
議
霊
園
議
議
騒
騒
緩
選
議
欝
議
議
調
議
欝
雪
議
電
替
選
関
関
関
議
議
関
欝
議
議
関
語
調
麹
霊
童
輔
朝
一
豊
覇
事
官

に
於
て
議
員
、
の
大
部
分
は
既
に
其
跡
を
止
め
ぎ
る
一
仁
至
れ

F

り
。
彼
の
バ
!
ン
ス
氏
は
自
由
紫
仁
入
1
9
、.プ

q
i
ド
川

i
λ
、
ウ
イ
ル

y
シ
及
パ
ル
の
三
氏
図
慌
を
去
P
9
、
グ
レ

マ
!
氏
以
死
む
、
ス
テ
ッ
ド
マ

y
等
の
五
名
は
総
選
患
に

失
敗
ぜ
よ
り
、
抑
此
の
図
慣
は
一
八
必
四
年
に
起

h
、
一
八

八
五
年
迄
徐
々
仁
後
展
し
、
一
八
八
六
年
の
議
舎
に
は
最

唱
優
勢
に
し
て
十
五
或
は
十
六
名
の
議
員
を
有
せ
1

り
。
然

る
に
一
八
八
六
年
の
総
選
恕
に
於
て
は
、
大
に
其
の
数
を

減
七
、
一
八
七
四
年
よ
J

り
一
九
一

O
年
仁
至
る
問
仁
、
.
二
一

名
の
議
員
削
バ

I
ト
プ
ロ

l
ド
ハ

I
ス
ト
及
ベ
!
ン
ス
氏

は
白
出
議
に
入
ム
ノ
、
盆
小
数
止
な
れ
E
h
ノ
。
然
れ
共
木
図
様

が
、
一
八
六
七
年
の
ロ
ー
ヤ
ル
コ
ム
ミ

y
γ

ヨ
シ

4

以
前
に

於
て
、
市
内
難
を
冒
し
て
似
労
働
組
合
を
成
立
せ
し
め
、
英
図

現
代
の
政
治
工
業
及
枇
命
目
的
生
活
の
基
礎
を
確
立
し
た
る

幾
多
の
功
労
あ
る
首
領
を
有
じ
文
る
は
、
永
久
に
忘
る
可
r

ちカ
C

る
事
資
な
-bと
す
。
(
終
)

(
附
託

J

A
ね
は
ポ

1

リ
ツ
ト
一
氏
が
、
コ
ロ
ム
ピ
了
大
事
政
治
問
中
純
刊
誌
六
、
月
続
比
一

a

九一

O
年
忙
於
け
る
英
悶
拶
働
篤
と
題
t
‘
起
源
よ
り
筆
を
起
L
‘
今

日
い
い
.
亘
る
迄
の
)
綿
密
選
及
撒
滅
多
の
皮
判
を
詳
細
刊
Z
説
明
L
た
る
唱
の
を

一摘諜
L
た
る
替
の
な
り
0

・1

r

-

t

-
議
;
銭

120 

121 

雑

銑

一己永六一

配

列

車

当

夏

日

-
h
l

唱
布
ヨ
4

9
砂市

J7J

柳

田

岡

男

著

百

伸

可

等

-

/

-

E
川

t
i
s
-
F
fノ
E

日
本
総
統
制
史
研
究
の
副
産
物
と
し
て
る
仁
せ
ら
れ
セ
る
ζ

の
小
冊
子
は
、
外
装
港
内
容
が
も
共
に
頗
ん
か
る
奈
が
利
い
て

居
る
。
而
し
て
著
者
の
所
見
に
よ
れ
ば
オ

γ
ヤ
モ
ジ
サ
マ

創
ち
ジ
ヤ
グ
ジ
は
境
界
銀
守
の
石
紳
の
塞
一
測
の
紳
仰
に
作

ふ
て
体
へ
ら
れ
た
唱
の
で
み
ら
う
と
一
五
ふ
の
で
あ
る
。
和

漢
三
才
闘
舎
飛
騨
閣
の
依
仁

明
神
枇
在
二
盆
田
郡
一
松
森
村

シ

ャ

夕

刊

ン

ニ

ノ

ミ

ヤ

俗
一
五
志
品
具
之
乃
宮
廷
拠
紳
・
姐

と
見
え
、
叉
駿
河
新
岡
山
土
認
に
村
の
量
地
の
後
間
竿
を
理
.

め
て
上
に
ジ
ヤ
グ
ジ
を
肥
れ

bi--」
あ
る
と
そ
、
著
者
を
し

て
乙
の
結
論
に
建
せ
し
め
し
有
力
な
論
擦
と
芯
は
る
日
、

之
れ
に
付
け
て
忠
び
起
す
の
は
探
馬
の
テ
ル
ミ
ヌ
ス
紳
の

ζ
t
乙
で
あ
る
、
テ
ル
ミ
ヌ
ス
紳
に
就
て
は
ド
モ

i
フ
ン
の

『
畿
大
岡
氏
ι
に
唱
下
の
如
く
説
い
て
居
る

難
住
川
の
尚
一
比
氏
は
叉
そ
の
耕
作
地
を
重
ん
歩
る
乙
J
誌
一
し

三
六
七
a

ほ


